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年
１
回
の
定
例
総
会
で
す
　
皆
さ
ん
ご
出
席
下
さ
い

● ● ● ● ● ● ● ● ●

:わが家のベツト:

●もも (女の子) ●
●            ●

●捨てられていた私 ●
●だ|ナど、今は最高 ●

●に幸せです。   ●
。   一 丁目 大 場 ●

● ● ● ● ● ● ● ● ●

第
６
回
奥
武
蔵
駅
伝
に
参
加
し
て

地
区
体
協
　
緑
川
貴
士

大
会
直
前
ま
で
風
邪
が
長
引

き
、

満
足
の
い
く
練
習
が
で
き

ず
少
々
不
安
で
し
た
が
、

本
番

で
は
常
に
相
手
と
競
る
レ
ー
ス

を
意
識
し
ま
し
た
。

一
区
は
上
り
坂
に
向
か
い
風

と
決
し
て
走
り
や
す
い
コ
ー
ス

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

沿
道
の

方
々
の
声
援
が
終
始
大
き
な
力

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
後
半
の

場
面
で
は
２
人
の
ラ
ン
ナ
ー
と

最
後

の
最
後
ま
で
競
り
合

い
、

中
継
地
点

で
突
き
放

し
て
た

す
き
を

つ
な
ぐ

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

反

省

点

は

多

々

あ

り

ま

す

が
、

当
面
の
設
定
タ
イ
ム
は
上

回
れ
た
こ
と
、

相
手
と
競
れ
る

状
態
で
次
の
走
者
に
つ
な
げ
た

こ
と
を
考
え
る
と
当
初
の
目
標

で
あ

っ
た

「
い
い
流
れ
で
た
す

き
を

つ
な
ぐ
」
こ
と
は
で
き
た

か
と
思
い
ま
す
。

チ
ー
ム
の
方
々
に
は
レ
ー
ス

以
外
で
接
す
る
機
会
も
多
く
い

た
だ
き
、

地
域
の
方
々
と
つ
な

が
る
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め
て

学
び
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
地

域
活
性
化
の

一
役
と
な
る
こ
と

が
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

●

総会は、全会員をもっ

て構成する自治会の最

高議決機関です。

年1回の定例総会を開

催し会員の過半数の出

席で成立。活動方針、

年度計画、予算 ・決

算、役員の選出等重要

なことを議決します。

皆さんご出席下さい。

●

シ
リ
ー
ズ

バ
ラ
栽
培

第
５
回

３
月
の
バ
ラ
栽
培

バ
ラ
に
合
わ
せ
て
草
花
を
植
え
る
と

庭
の
雰
囲
気
が
更
に
良
く
な
り
ま
す
。

花

の
色
彩
、

高
さ
を
バ
ラ
と
の
調
和

を
考
え
逮
び
ま
す
。

丈
が
低

い

ビ
オ
ラ
、

ア
リ
ッ
サ
ム
、

イ
ン
グ
リ
ツ
シ
ュ
デ
ー
ジ
ー

丈
が
高

い
、

つ
る
性

デ
ル
フ
ィ
ニ
ウ
ム
、
本ン
キ
タ
リ
ス
、

ク
レ
マ
チ
ス

ま
た
、

バ
ラ
は
落
葉
性
な
の
で
常
緑

の
ク
リ
ス
マ
ス
ロ
ー
ズ
、

ラ
ベ
ン
ダ
ー
、

ワ
イ
ル
ド
ス
ト
ベ
リ
ー
も
庭
に
入
れ
た

い
植
物
で
す
。

シ
リ
ー
ズ
、

バ
ラ
栽
培
が
す
て
き
な

庭
づ
く
り
に
少
し
で
も
役
立
て
て
頂
け

た
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

終
わ
り

鳥
山
　
智
恵
子ガーデンに馴染む イ ングリッシュ回―ズ

http:〃www9日 OCn■ne.jp/～koma口m/アドレスは自治会のホームページ



2008年 3月 1日 武 蔵 台 だ よ り

協
議
事
項

１

「
武
蔵
台

・
横
手
台
地
区
公
共
下
水

道
接
続
」
（本
下
水
道
化
）
に
関
す
る
市

役
所
方
針
に
つ
い
て

（１
）

内
容
　
日
高
市
役
所
下
水
道
課
職

員
か
ら
説
明
を
受
け
る
。

（２
）

下
水
道
課
職
員
と
役
員
と
の
質
疑

応
答
に
つ
い
て
は
、
２
月
１
日
付
け
住
民

説
明
会
広
報
に
記
載
し
配
布
済
み
。

（３
）
住
民
説
明
会
の
実
施
に
つ
い
て

２
／
２４

（日
）
１０
時
～
１２
時
　
武
蔵
台
公

民
館
　
武
蔵
台
と
横
手
台

一
緒
に
実
施

こ
の
広
報
　
２
／
１

（金
）
に
全
戸
配
布

（４
）
市
役
所
方
針
に
つ
い
て
地
区
と
し

て
の

「諾
否
取
り
扱
い
」
に
つ
い
て

２
月
２４
日

（
日
）
に
開
催
す
る
説
明
会

の
終
了
後
に
、

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

２
　
総
会
準
備
に
つ
い
て

（１
）
役
員
選
出
に
関
わ
る
会
則
改
定
に

つ
い
て

広
報
し
た
状
況
の
反
響
に
つ
い
て

（２
）
役
員
の
選
出

全
地
区
新
班
長
会
議

１
／
２０
（日
）
２
／
４

（月
）
ま
で
に
確
定

役
員
立
候
補
者
受
付
　
１
／
２０

（日
）

（３
）
役
員
推
薦

（不
足
の
時
）
役
員
推

薦
会
議
　
２
／
３

（日
）
１９
時
～

出
席
対
象
者
　
現
役
員
会
メ
ン
バ
ー
と

次
期
役
員
候
補
者

（
４
）
平
成

１９
年
度
の
活
動
報
告

（案
）

及
び
平
成

２０
年
度

の
活
動
計
画

（案
）

の
作
成
提
出
　
２
／
４

（月
）
迄

作
成
者
　
事
務
局
、

各
専
門
部
長

（５
）
会
計
最
終
精
算

２
／
１３

（水
）
迄

対
象
者
　
△
ム
長
、

事
務
局
、

各
専
門
部

長
　
２
月
迄
分

３
　
そ
の
他

（
１
）
ア
カ
シ
ア
通
り
の
大
型
車
通
行
止
め

に
つ
い
て

各
部
報
告

１
　
広
報
部

２
／
９

（土
）
編
集
会
議

（武
蔵
台
だ

よ
り
３
月
１
日
号
）

２
　
文
化
厚
生
部

（１
）
お
茶
す
ん
べ
実
施

甘
酒
す
ん
べ
、

介
護
予
防
に
つ
い
て

３
　
環
境
衛
生
部

（１
）
ダ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
修
理
対
応
に
つ
い
て

グ
ス
ト
ボ

ッ
ク
ス
ー０
箇
所
を
補
修
中
。

ま
た
、

加
え
て
Ｎ。
１４
も
傷
み
が
激
し
く

修
理
の
対
象
と
し
た
。

（２
）
２
／
１７

（日
）
部
会
予
定

（グ
ス

ト
ボ
ッ
ク
ス
管
理
者
決
め
を
す
る
）
。

４
　
安
全
対
策
部

（１
）
新
春
安
全
の
集
い
開
催
に
つ
い
て

（２
）
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

（３
）
武
蔵
台
小
防
災
倉
庫
見
学
会

平
成
２。
年
１
／
２０

（日
）
１０
時
～
１１
時

現
地
集
合

（４
）
そ
の
他

（イ
）
空
き
巣
対
策
に
つ
い
て
は
玄
関
灯

の
点
灯
の
お
願
い
を
し
た
い

（
口
）
‐２
月
に
地
区
内
で
不
審
車
両
の
届

け
出
が
あ

っ
た

（
ハ
）
地
区
内
で
防
犯
灯
の
設
置
が
要
望

さ
れ
て
い
る
箇
所
の
対
応
に
つ
い
て

（
二
）
地
区
内
で

一
時
停
止
標
識

「
止
ま

れ
」
が
消
え

て
い
る
箇
所
の
対
応
に
つ

い
て

５
　
体
育
部

（
１
）
第
６
回
奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会

に
つ
い
て
１
／
２７

（日
）
９
時
ス
タ
ー
ト

武
蔵
台
横
手
台
体
育
協
会
チ
ー
ム
ゼ

ッ

ケ

ン
ナ

ン
バ
ー

「
２
０
０
」

・
対
応

応
援
の
お
願
い

―――

会
長

・
区
長
か
ら
の
報
告

１
　
自
治
会
関
係

（
１
）
宅
内
汚
水
管
の
不
具
合
状
況
の
プ

レ
調
査
実
施
　
下
水
道
課

１２
／
２０

（木
）

①

一
般
的
な
宅
内

②

管
路
敷
あ
る
宅
内

③

タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
の
緑
道
な
ど

（２
）
汚
水
管
に
関
し
管
路
敷
の
も
の
保

有
状
況
に
つ
い
て
調
整
　
１２
／
２８

（金
）

下
水
道
課

（３
）
汚
水
管
に
関
し
タ
ウ
ン
ハ
ウ
ス
の
緑

道
に
つ
い
て
　
調
整
　
１
／
１０

（木
）
下

水
道
課

（４
）
歩
道
の
凸
凹
、

街
路
灯
管
理

（照

度
）
、

凍
結
道
路
の
管
理
等
に
対
す
る
ク

レ
ー
ム
対
応

２
　
区
長
関
係
報
告

（１
）
生
ご
み
処
理
施
設

（太
平
洋
セ
メ

ン
ト
埼
玉
工
場
　
市
役
所
の
隣
）
見
学

‐２
／
‐９

（木
）

協
議
事
項

１
　
東
急
ス
ト
ア
ー
の
撤
遅
に
つ
い
て

（１
）
オ
ー
ナ
ー
側
の
説
明
内
容
　
２
／

‐４

（木
）
に
説
明
を
受
け
る
。

（イ
）
４
月
２７
日
に
オ
ー
ナ
ー
と
東
急
ス

ト
ア
ー
と
の
間
の
契
約
が
切
れ
る
こ
と

（
口
）
数
年
前
よ
り
赤
字
累
積
で
あ
り
、

今
後
に
つ
い
て
も
見
通
し
が
つ
か
な
い

こ
と

（
ハ
）
そ
の
他
の
東
急
管
理
地

（木
綿
沢

駐
車
場
等
）
に
つ
い
て
は
従
来
通
り
の

管
理
と
な
る
こ
と

（２
）
そ
の
対
応
に
つ
い
て

自
治
会

の
対
応
に
つ
い
て
は
、

こ
の
事

実
を
回
覧
を
利
用
し
、

お
伝
え
す
る
こ

と
と
し
た
。

２

「
武
蔵
台

・
横
手
台
地
区
公
共
下
水

道
接
続
」
（本
下
水
道
化
）
に
つ
い
て

（１
）

１
月
役
員
会
で
の
市
役
所
説
明
会

の
質
問
事
項
Ｑ
＆
Ａ
に
つ
い
て

（２
）

説
明
補
完
資
料
に
に
つ
い
て

（３
）

東
急
不
動
産
（株
）
（担
当
　
堂
ユ
田
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部
長
、

佐
竹
課
長
）
と

の
情
報
交
換

に

つ
い
て

（４
）

住
民
説
明
会
に
つ
い
て
　
２
／
２４

（日
）
１０
時
～
１２
時
　
武
蔵
台
公
民
館
多

目
的
ホ
ー
ル

①

説
明
会
の
実
施
　
説
明
者
は
市
役
所
、

東
急
不
動
産
往
件
）は
参
加

②

準
備
　
９
時
半
～

・
資
料
の
準
備
は
事
務
局

（
５
）
市
役
所
方
針
に
つ
い
て
地
区
と
し

て
の

「諾
否
取
扱
い
」
に
つ
い
て

２
／
２４

（
日
）
説
明
会
終
了
後
の
臨
時

役
員
会
で
協
議
す
る
こ
と
と
し
た
が
、

‐９
年
度
末
を
メ
ド
と
し
て

「
諸
否
」
の

返
答
を
し
た
い
。

３
　
総
会
準
備
に
つ
い
て

（１
）

総
会
資
料
に
つ
い
て

現
段
階
ま
で
の
作
成
資
料
を
役
員
全
員

に
渡
し
た
が
、

印
刷
の
発
注
に
期
限
が

あ
る
た
め
、

資
料
に
つ
い
て
の
意
見
そ

の
他
に

つ
い
て
は
、
２
月

２７
日

（
水
）

ま
で
に
事
務
局
ま
で
提
出

（
２
）
役
員
推
薦
　
役
員

推
薦
会
議

２
／
２４

（
日
）
１８
時
～
　
終
了
後
臨
時

役
員
会
と
す
る
。

出
席
対
象
者
　
現
役
員
会
メ
ン
バ
ー
と

次
期
役
員
候
補
者

４
臨
時
役
員
会

２
月
２４
日

（日
）
役
員
推
薦
会
議
終
了
後
～

５

平
成
１９
年
度
監
査
役
の
選
出
に
つ
い
て

２
丁
目
　
谷
　
童
小様
　
３
丁
目
　
西
岡

康
代
様
に
お
願
い
を
す
る
。

Ｈ

副
会
長
・事
務
局
、各

部
報
告

つ
い
て
は
‐３４
中
９０
位
に
つ
い
て
の
報
告

１
　
副
会
長

・
鈴
木
副
会
長

定
例
総
会

の
委
任
状
の
回
収
に
つ
い
て

の
お
願
い
。

２
　
広
報
部

武
蔵
台
だ
よ
り

３
／

１
号
発
行
予
定

駅
伝
に
つ
い
て
の
原
稿
を
依
頼
し
た
。

３
　
文
化
厚
生
部

（
１
）
お
茶
す
ん
べ
実
施
　
２
／

１３
日

（崇
徳
上
皇
と
西
行
法
師
に
つ
い
て
）

４
　
環
境
衛
生
部

（
１
）
グ
ス
ト
ボ
ッ
ク
ス
修
理
対
応
に
つ

い
て

修

理

１０
箇
所

（
Ｎ。
６４
、

６５
、

６６
、

６７
、

６８
、

７３
、

７４
、

７５
、

７６
、

７７
）

そ
の
他
、

（
Ｎ。
１４
に
つ
い
て
も
修
理
済
み
）

（２
）
大
そ
う
じ
参
加
人
数
に
つ
い
て
は

約
７５
％
以
上
の
出
席
が
統
計
と
し
て
確

認
さ
れ
た
。

５
　
安
全
対
策
部

（１
）
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
修
理

（８
本
）

（２
）
空
き
巣
対
策
↓
門
灯
点
火
の
呼
び

か
け

（３
）
防
犯
灯
の
新
設
要
望
箇
所
が
１５
箇

所
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

（
４
）
「
止
ま
れ
」
標
識
が
消
え
て
い
る

箇
所
の
処
置
に
つ
い
て
交
渉
中

６
　
体
育
部

（
１
）
第
６
回
奥
む
さ
し
駅
伝
競
走
大
会

に
つ
い
て

１
／

２７
に
実
施
さ
れ
た
駅
伝
の
応
援
参

加
さ
れ
た
方

へ
の
お
礼
、

ま
た
成
績
に

―――

会
長

・
区
長
か
ら
の
報
告

１
　
自
治
会
関
係

（
１
）
久
保
交
差
点
～
学
校
通
り
～
永
田

台
入
口
交
差
点
間
の
大
型
車
両
終
日
通

行
禁
止
要
望
を
市
長
に
提
出
。

（１
／
３０

日
）

ま
た
当
面
の
対
応
と
し
て
同
ル
ー

ト
に
大
型
車
を
運
行
し
て
い
る
会
社

ヘ

通
行
自
粛
に
つ
い
て
の
要
望
書
を
提
出
。

（２
）
平
成
２０
年
度
地
区
体
育
祭

へ
の
予

算
面
で
の
協
力
要
請
を
受
け
る
。

（平
成

‐９
年
度
程
度
を
用
意
し
て
欲
し
い
と
の

要
請
　
地
区
体
協
、

公
民
館
）

（
３
）
学
校

パ
ト

ロ
ー

ル
隊
連

絡
会

２
／
７

（木
）
雪
掻
き
に
苦
慮
し
て
い

る
よ
う
で
す
…
。

（
４
）
横
手
台
に
空
巣

（
２
／

１０

（
日
）

雪
の
日
）

・
７
丁
目
に
不
審
者
…

（真
夜
中
に
玄

関
ブ
ザ
ー
等
鳴

っ
た
ら
１
１
０
番
を
）

２
　
区
長
関
係
報
告

（１
）
区
長
会
議
　
１
／
２４

（木
）

①

平
成
２０
年
度
市
町
村
交
通
災
害
共
済

募
集
に
つ
い
て

受
付
期
間
　
２
月
末
迄

②

災
害
時
要
援
護
者
情
報

（
リ
ス
ト
）

の
手
結
喋
に
つ
い
て

日
高
市
全
体
と
し
て
区
レ
ベ
ル
で
の
取

扱

い
基
準
を
は

っ
き
り
し
た
後
、

再
度

説
明
が
あ
る
予
定
。

（武
蔵
台
の
対
象
者

‐２９
名
）

③

平
成
２。
年
度
の
区
運
営
交
付
金
及
び

区
長
報
酬
は
平
成

１９
年
度
と
同
額
で
支

給
さ
れ
ま
す
。

可燃ゴミ(火・金収集)

は収集日当日朝 8時

までに出しましょう。

決められた方法で出

しましょう。

将

毎
号
広
報
部
員
に
な
ら
れ
た
方
々
が

書
い
て
下
さ
る
リ
レ
ー
随
想
を
読
む
と
、

自
分
の
生
活
の
場
と
し
て
い
る
こ
の
武

蔵
台
を
少
し
で
も
住
み
良

い
街
に
し
て

い
き
た

い
と
思
わ
れ
て
い
る
人
が
多
く

安
心
し
て
い
ま
す
が
、　

一
方
で
は
、

ゴ

ミ
の
分
別
や
減
量
な
ど
に
関
心
が
な

い

方
も
見
受
け
ら
れ
た
り
と
人
も
様
々
。

「
人
も
仕
事
も
様
々
」
と
言

っ
た
首

相
も

い
ま
し
た
が
、

ル
ー
ル
内
で
の
事

な
ら
個
性
を
の
ば
す
の
に
は
必
要
な
の

で
し
ょ
う
が

「
そ
ん
な

の
関
係
ね
―
」

的
で
は
世
間
ぎ
す
ぎ
す
し
て
近
隣
関
係

も
う
ま
く
ゆ
か
ず
あ
ま
り
住
み
良

い
街

と
は
な
り
に
く
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。

ほ
ん
の
少
し
の
心
づ
か
い
が
欲
し
い

も
の
で
す
。

広
報
　
佐
藤

自治会館は、毎週月、水、金の午前10日寺～午後3時 、上の年前10時～正午まで (年末年始、祝日除)開 いています。
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新春o い

１
月
６
日

（日
）
午
前
１０
時
か
ら
東

急
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
広
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
新
春
の
集
い
は
、

晴
天

に
恵
ま
れ
約
５００
名
の
会
員
家
族
で
に
ぎ

わ
い
ま
し
た
。

大
盛
況
の
中
で
餅

つ
き

や
子
供
育
成
会
に
よ
る
見
事
な
お
囃
子

や
神
楽
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

飯
能

警
察
署
展
示
の
パ
ト
カ
ー
、

マ
ス
コ
ッ

ト
の

「
ポ
ッ
ポ
く
ん
」
も
記
念
撮
影
の

親
子
連
れ
に
人
気
で
し
た
。

一
丁
目
　
横
山
秀
男

国
道
２
９
９
号
バ
イ
パ
ス
は
、

埼
玉
県
の

「
ゆ
と
り
と
チ
ャ
ン
ス
の
埼
玉
プ
ラ
ン
」
（埼

玉
県
の
五
カ
年
計
画
）
の
地
域
別
計
画
で
、

西
部
地
域
道
路
計
画
の
重
点
と
し
て
そ
の
最

新
版
で
位
置
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

い
ろ
い
ろ

な
う
わ
さ
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

二
〇
年
前

の
計
画
は
ど
ん
な
形
で
実
現
す
る
の
か
、

詳

細
が
分
か
り
ま
し
た
。

対
象
区
間
は
飯
能
日

高
バ
イ
パ
ス
と
久
保
工
区
で
す
が
紙
幅
の
関

係
で
バ
イ
パ
ス
に
絞
り
ま
す
。

バ
イ
パ
ス
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
そ
ば
食
堂
五
〇
ｍ
先
を
始
点
と
し
て
左
側

大
沢
堀
川
に
百
ｍ
の
橋
を
通
し
て
山
中
に
入

り
、

滝
不
動
約
二
百
ｍ
先
を
通
っ
て
ゴ
ル
フ

場
へ
の
道
路
に
合
流
し
斎
場
前
に
出
た
所
を

終
点
と
す
る

一
・
五
キ
ロ
。

・
滝
不
動
先
の
高
地
通
過
は
地
質
軟
弱
で
ト

ン
ネ
ル
で
は
な
く
切
り
通
し
。

・
二
・
五
ｍ
歩
道
、　

〓
丁

五
ｍ
二
車
線
。

・
橋
梁
以
外
の
設
計
完
了
、

来
年
か
ら
用
地

買
収
、

完
成
は
平
成
二
四
年

さ
て
、

重
要
な
の
は
現
行
の
国
道
が
ど
う

な
る
か
で
す
。
と
い
う
の
は
、

こ
の
区
間
は

歩
道
が
全
線
完
成
し
て
な
く
危
険
で
歩
行
者

は
歩
け
な
い
状
況
で
し
た
。

バ
イ
パ
ス
が
完

成
す
れ
ば
通
過
車
両
は
減
り
飯
能
方
面
へ
の

生
活
道
路
と
し
て
の
重
要
性
が
高
ま
り
ま
す
。

現
国
道
は
後
に
日
高
市
と
飯
能
市
に
移

管
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

移
管
条
件
の
話

合
い
が
来
年
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

バ
イ

パ
ス
で
き
た
、

よ
か
っ
た
で
は
済
ま
さ
れ
な

い
重
要
な
事
で
、

武
蔵
台
外
部
の
事
柄
な
が

ら
ど
う
な
る
か
関
心
を
持
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

下
水
の
日
高
市
本
管
接
続
や
こ
の
国
道
の

市
道
移
管
な
ど
武
蔵
台
内
外
に
関
係
す
る
重

要
な
事
が
沢
山
あ
り
ま
す
。

私
達
も
日
高
市

全
体
へ
の
視
線
が
必
要
に
な
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
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出
来
る
こ
と
を
、

今
す
ぐ
に
始
め
ま
し
ょ
う
ｒ

私
達
の
出
す
ゴ
ミ
の
処
理
費
用
は
重

さ
に
よ

つ
て
算
出
さ
れ
、

三
角

コ
ー
ナ

ー

一
杯

（約
１
し

で
４。
円
か
か
る
。
１

週
間
に
１
唯
減
ら
す
と
年
間
約
二
千
円
、

日
高
市
全
戸
で
減
量
す
る
と
、

約
五
千

万
円
の
節
約
と
な
る
。

ち
ょ
っ
と
冷
蔵
庫
の
中
を
覗

い
て
見

て
く
だ
さ
い
。

賞
味
期
限
切
れ
の
食
品
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？
　
ス
ー
パ
ー
の
広
告
を

見
て

「安
い
か
ら
あ
れ
も
、

こ
れ
も
」
得

し
た
気
分
に
な

っ
て
買

っ
て
し
ま
う
。

そ

し
て
、

使
い
切
れ
ず
期
限
切
れ
の
食
品
が

庫
内
に
。

そ
の
行
く
末
は
ゴ
ミ
と
し
て
処

理
場

へ
‥
‥

（実
は
こ
れ
私
の
こ
と
）

こ
れ
か
ら
の
子
供
達
の
為
に
も
、

出

来
る
こ
と
を
今
す
ぐ
に
始
め
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
、

１
　
余
計
な
物
は
買
わ
な
い

２
　
材
料
は
ま
る
ま
る
使

い
切
る

（前

号
に
掲
載
）

３
　
台
所
の
ゴ
ミ
は
水
を
絞
り
水
分
を

飛
ば
し
て
出
す

（生
ゴ
ミ
の
大
半
は
水
、

多
額
の
処
理
費
用
が
か
か
る
）

４
　
剪
定
枝
は
す
ぐ
に
出
さ
ず
、

庭
で

１
～
２
週
間
さ
ら
し
、

重
量
を
減
ら
し

て
か
ら
出
す
。

或

い
は
チ

ッ
プ
と
し
て

利
用
。

５
　
庭
に
穴
を
掘

っ
て
埋
め
る

６
　
コ
ン
ポ
ス
ト
を
利
用
し
て
生
ゴ
ミ

を
肥
料
に

７
　
電
気
ゴ
ミ
処
理
器
を
使
用
。

８
　
買
い
物
に
は
エ
コ
バ
ツ
ク
を
持
参

９
　
落
ち
葉
は
集
め
て
腐
葉
上
に

ｌｏ
　
資
源
ゴ
ミ

（新
聞
、

ち
ら
し
、

ダ
ン

ボ
ー
ル
、

雑
誌
）
な
ど
リ
サ
イ
ク
ル
出

来
る
物
は
廃
品
回
収
に
。

等
々

日
高
市
に
は

「
日
高
ゴ
ミ
減
量
推
進

市
民
ネ
ッ
ト
」

（代
表
　
日比
野
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

９
８
２
１４
０
０
３
）
と
言

っ
て
ゴ
ミ
減

量
の
為
の
勉
強
、

実
行
、

啓
家
活
動
に

努
力
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
ま
す
。

賛
同
さ
れ
る
方
は
是
非
連
絡
し
て
み
て

下
さ
い
。

６
回
に
亘
リ
ゴ
ミ
を
テ
ー

マ
に
掲
載

し
て
き
た
が
、

私
達
、

武
蔵
台
自
治
会

員
か
ら
ゴ
ミ
を
減
ら
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

最
近
、

ゴ
ミ
箱
に
出
さ
れ
る
ゴ
ミ

の
量
が
減

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
が
、

気
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
。

　
広
報
　
贄
田

空巣被害防止対策

当団地内で空巣および忍び込み被

害が増加 しています。被害防止の

ためには、以下の対策が有効です。

(1)夜間の問灯または玄関灯の点け

放し

当団地住宅の 1～ 5丁 目の宅地入

回は表札灯のみですが、表札灯は

生活道路を明るくすることには役

割不足です。玄関灯を点けるよう

にしましょう。6～7丁目住宅は門

灯を点灯させてください。

「補足説明」電力代の増加

月間電力代の増加は、白熱電球

(40W、6時間)の代りに、電球型営

光灯(8W、 12時間)を用いた場合、

わずか93円/月 です。少ない電力

代増加で町が明るくなり、犯罪発

生件数が半減 した実例が報告され

ています。

3(2)防 犯用帽子および腕章の着用  畿

号 犯 罪抑止に効果的なのは、地域住 豊
稼 民 の連帯意識です。ウォーキング 患

豊 や 犬との散歩時は、防犯帽子と腕 豊
: 章 の着用を実行しましょう。   畿

思            (安 対部)懲

費対部群夢

処理費用

☆クロネコヤマトの宅急便取扱店★

むさしの園
歳
ん
で
ご
妥
涌
を

お
折
り
や
し
上
げ
ま
す

大
崎
由
喜
子
さ
ん

⌒９２
歳
）
五
十
二
二
十

一
〇

ご
逝
去
日
　
十
二
月
二
十
日
　
！

国
近
　
好
人
さ
ん

⌒９７
歳
）
五
十
二
二
十
六
　
！

ご
逝
去
日
　
十
二
月
二
四
日
　
！

中
山

日星

さ
ん

名
透

三
十
二
十

〓
一　

！

ご
逝
去
日
　
一
月
二
三
日
　
　
！

小
林

勇
さ
ん
　

あ
透

三
十

三
二
十

三
二
！

ご
逝
去
日
　
一
月
二
七
日
　
　
！
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、
車
に
乗
れ
な
く
な
っ
た
り
足
　
　
受
験
生
の
子
供
を
抱
え
て
　
　
　
　
　
　
　
そ
ん
な
中
で
も
何
と
言
っ
て
も
親
と
し

”

の
は
確
実
。
そ
う
な
る
と
東
急
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
丁
目
　
Ｙ
　
　
て
の
受
験
生
に
対
す
る
接
し
方
に
は
非
常

¨

い
見
方
。
ス
ー
パ
ー
激
戦
区
の
　
　
今
年
度
、

我
が
家
に
は
大
学
を
受
験
す
る
　
　
に
気
を
使
っ
た
。
い
つ
も
煩
わ
し
い
ほ
ど

”

一”‐３・口る‐　　　　　　　　　　”　嚇向い対試一特亮巧）苛雑でしもて条句”難
　鵜噂綻桶説確嬢榊狩義醐のに独帥町報　　荘壮韓悔家駒軸際的位的廊跡おいつ
¨

“
　
ス
ー
パ
ー
激
機
区
に
思
う
　
　
　
　
　
　
い
上
げ
し
て
あ
げ
よ
う
」
。

新
年
新
た
に
気

　

は
ま
だ
受
験
が
終
了
し
て
い
な
い
も
の
の
、　

　
ほ
う
が
い
い
の
か
、

こ
ち
ら
も
色
々
と
試

”

”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
目
　
Ｓ
　

持
ち
を
切
り
変
え
た
東
急

一
フ
ァ
ン
で
す
。　
　
そ
の
大
変
さ
に
つ
い
て
書
き
た
い
と
思
う
。

　
　
行
錯
誤
し
た
が
、

結
局
は
な
だ
め
す
か
し

¨

“
　
武
蔵
台
も
団
塊
の
世
代
の
波
が
や
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
私
た
ち
夫
婦
は
い
ず
れ
も
埼
玉
県
出
身
者
　
　
て
で
も
や
る
気
に
さ
せ
な
い
と
ダ
メ
だ
な

”

¨
き
、

高
齢
者
を
多
く
見
か
け
る
よ
う
に
な
っ
　
　
宮
の
日
は
家
に
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
は
な
く
、

ま
た
大
学
受
験
も
三
十
年
近
く
　
　
と
理
解
し
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

¨
て
き
た
。

近
隣
の
道
路
も
都
市
計
画
に
基
づ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
丁
目
　
Ｋ
　

前
の
こ
と
で
あ
り
、

ま
っ
た
く
仕
組
み
。
や
　
　
受
験
校
に
つ
い
て
は
、

基
本
的
に
子
供

¨

”
い
て
拡
張
さ
れ
、

め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て
　
　
　
雪
が
降
っ
て
い
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
方
が
異
な
っ
て
お
り
、

私
た
ち
に
も
勉
強
　
　
た
ち
の
希
望
す
る
学
校
に
行
か
せ
た
い
と

　
¨

”
き
た
。

数
年
前
ま
で
は
、

ス
ー
パ
ー
も
少
な
　
　
明
け
方
の
夢
の
中
で
、

霜
柱
を
踏
ん
で
日

　

の
一
年
で
あ
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
思
い
相
談
に
乗
っ
た
が
、

無
理
強
い
は
し

”

“
く
買
い
物
が
大
変
だ
っ
た
の
に
、

今
や
激
戦

　

が
覚
め
て
、

窓
の
外
を
見
る
と
真
白
な
の
で
　
　
ま
た
、

別
々
の
年
に
受
験
し
て
も
ら
う
よ
　
　
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
や
り
方
が
今
後

”

”
区
と
な
っ
て
き
た
。

数
多
く
あ
っ
た
コ
ン
ビ
　
　
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
も

一
緒
の
年
に
受
験
し
て
も
ら
い
、　

一
年
　
　
子
供
た
ち
の
将
来
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を

”

”
二
は
、

や
む
な
く
閉
店
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
　
　
ス
ト
ー
ブ
に
あ
た
り
な
が
ら
外
の
景
色
を
　
　
で
も
気
を
使
う
年
が
少
な
い
方
が
楽
と
期
待
　
　
及
ぼ
す
の
か
不
安
が
あ
る
と
と
も
に
期
待

¨

”
り
、

県
道
日
高
線
で
も
寂
し
い
姿
で
残
っ
て
　

な
が
め
て
い
る
と
、

火
鉢
の
縁
の
つ
る
つ
る
　

し
つ
つ
、

月
日
を
重
ね
た
が
、

そ
の
大
変
さ
　
　
し
た
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
”

“
い
る
所
も
あ
る
。

大
型
ス
ー
パ
ー
が
次
々
と

　

し
た
ま
る
み
や
、

達
磨
ス
ト
ー
ブ
に
石
炭
を

　

は
や
は
り
尋
常
で
は
な
か
っ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”

“
出
来
る
中
、

団
地
内
の
東
急
ス
ト
ア
は
、

健

　

く
べ
る
と
き
に
使
う
ス
コ
ッ
プ
の
手
触
り
　
　
娘
の
高
校
受
験
の
方
は
三
年
前
に
息
子
の
　
”
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
”

“
在
で
頑
張
っ
て
い
る
。

店
内
の
大
き
さ
も
広

　

や
、

帰
宅
し
て
、

さ
っ
と
も
ぐ
り
こ
む
姫
憧

　

受
験
で
経
験
し
て
お
り
、

こ
ち
ら
の
方
は

“

”
過
ぎ
ず

「買
い
た
い
品
物
を
見
つ
け
や
す
く

　

の
布
回
の
重
さ
な
ど
が
浮
か
ん
で
き
た
。　

　
　
判
っ
て
い
た
つ
も
り
で
あ

っ
た
が
、

男
子

”

”
ほ
ど
良
い
広
さ
」
だ
と
思
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
桑
の
木
も
白
い
帽
子
を
被
っ
て
い
る
。

秩

　

校
と
女
子
校
の
相
違
、

子
供
た
ち
の
将
来

”

”
　
魚
、

肉
、

野
菜
、

品
質
は
悪
く
な
い
。

　

父
、

飯
能
、

入
間
、

所
沢
、

と
絹
の
製
品
が

　

に
向
け
て
の
考
え
方
の
違
い
な
ど
学
ぶ
べ
　
”
　

寒
さ
が
身
に
し
み
る
冬
で
し
た
が
、

街
角

¨
少
々
高
目
か
も
知
れ
な
い
が
安
心
し
て
買
え

　

行
き
交
っ
た
時
代
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
ど
こ
　

き
こ
と
も
多
く
、

戸
惑
う
と
と
も
に
色
々
　
”
の
庭
先
に
蝋
梅
や
万
作
の
責
色
い
花
を
見
て

¨
る
。
こ
の
頃
う
れ
し
い
こ
と
に
、

毎
週
新
聞

　

か
に
ご
不
用
の
は
た
織
り
機
が
あ
っ
た
ら
譲

　

と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
“
視
線
を
下
に
す
る
と
、

福
寿
草
の
黄
色
の
菅

“
折
込
み
広
告
を
入
れ
て
く
れ
る
。

Ｔ
」
ん
な

　

り
受
け
、

こ
ん
な
日
に
は
家
の
中
で
織
っ
て
　
　
大
学
受
験
に
つ
い
て
は
、

セ
ン
タ
ー
試
験
、　

”
が
５
側
ほ
ど
顔
を
出
し
て
い
ま
し
た
。

”
近
く
で
便
利
な
東
急
ス
ト
ア
を
う
ん
と
利
用

　

み
た
い
。

糸
か
ら
自
分
で
取
っ
て
、

織
り
、

　

指
定
校
推
薦
、

公
募
推
薦
、

Ａ
Ｏ
入
試
、　
“
　

「春
な
れ
ば
　
い
ま

一
歳
を
生
き
ん
と

”
し
よ
う
」
と
思
う
反
面
、

最
近
出
来
た
あ
ち

　

縫
っ
て
着
た
人
も
た
く
さ
ん
い
た
の
だ
。

昔

　

セ
ン
タ
ー
試
験
利
用
試
験
、　

一
般
入
学
試

¨
て
　
古
き
御
堂
に
心
あ
ず
け
む
」
と
い
う

¨
こ
ち
の
ス
ー
パ
ー
が
、

派
手
に
大
き
く
安
い
　
　
は
。

古
い
銘
仙
を
ほ
ど
き
な
が
ら
、

そ
れ
を

　

験
等
そ
の
種
類
の
多
さ
、

受
験
校
の
選
択

一一
詩
が
頭
を
過
ぎ
り
ま
し
た
。

季
節
に
、

人

”
日
替
わ
り
商
品
を
次
々
出
し
て
く
る
。

我
家

　

着
た
ひ
と
の
細
い
肩
を
思
っ
た
。

桁
が
本
当

　

の
仕
方
な
ど
、

我
々
の
時
と
は
全
く
異
な

”
の
心
の
暖
か
さ
に
助
け
ら
れ
て
生
き
て
行

”
も
車
に
乗
れ
る
事
を
い
い
こ
と
に
、

広
告
に
　
　
に
短
か
い
か
ら
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
て
お
り
、

子
供
と
共
に

一
か
ら
の
勉
強

一̈
く
が
人
間
な
の
で
し
ょ
う
…
…
・‥
。

¨
誘
わ
れ
て
余
分
な
物
ま
で
買
っ
て
く
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
で
あ
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
報
　
佐
藤


